
永
井

利
明
議
員

無
会
派

本
市
の
小
中
学
校
の
教
育
環
境
整

備
の
誇
れ
る
点
は

問⑴

教
育
環
境
整
備
で
他
市
町

村
と
比
べ
誇
れ
る
点
、
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
点
は
。

⑵

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
は
。

⑶

学
校
備
品
の
購
入
計
画
は
。

⑷

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
導
入
の
計
画
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶

の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
の
充
実

答

教
育
部
長

⑴

Ｉ
Ｃ
Ｔ︵
情
報
通
信
技
術
︶

の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
の
充
実
で
あ
る
。

年
度
は
、﹁
防
災
教
育
﹂
を

27
中
心
と
し
た
実
践
的
安
全
教
育

総
合
支
援
事
業
と
し
て
文
部
科

学
省
よ
り
委
託
を
受
け
、
十
四

山
地
区
の
児
童
・
生
徒
に
防
災

教
育
を
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

遅
れ
を
と
っ
て
い
る
点
は
特

に
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

⑵

学
校
間
で
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
各
校
平
均
し
て
改
修
し

て
い
く
方
針
で
、
総
合
計
画
に

従
い

年
度
ま
で
に

％
を
目

30

50

標
に
洋
式
化
を
進
め
て
い
る
。

⑶

毎
年
、
各
校
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
各
教
材
、
部
活
動
で

使
用
す
る
楽
器
な
ど
を
購
入
し

て
い
る
。

今
後
も
文
部
科
学
省
資
料

﹁
教
材
整
備
指
針
﹂
を
参
考
に

整
備
し
て
い
く
。

⑷

近
隣
市
町
村
で
は
、
１
町

が
順
次
設
置
を
し
て
い
く
と
聞

い
て
い
る
。

本
市
で
は
、
暑
さ
対
策
と
し

て
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

扇
風
機
設
置
が
完
了
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、
校
舎

の
長
寿
命
化
対
策
工
事
計
画
に

あ
わ
せ
、
国
の
補
助
金
の
採
択

状
況
を
見
な
が
ら
計
画
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
い
じ
め
の

状
況
と
そ
の
対
策
は

問⑴

い
じ
め
対
策
と
し
て
本
市

で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
が
そ
の
内
容
と
結
果
は
。

⑵

重
大
な
い
じ
め
対
策
は
。

本
市
の
い
じ
め
防
止
対

策
基
本
方
針
に
従
い
対

応
し
て
い
く

答

教
育
長

⑴

学
校
生
活
意
欲
度
や
学
級

満
足
度
を
客
観
的
に
分
析
で
き

る
心
理
テ
ス
ト
と
本
市
の
独
自

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
は
﹁
い
じ
め
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
﹂
と
答
え
た
児

童
・
生
徒
の
割
合
が
、
市
全
体

で

％
か
ら

％
に
微
増
し
、

13

14

﹁
い
じ
め
が
あ
る
と
思
い
ま
す

か
﹂
の
問
い
に
﹁
あ
る
と
思
う
﹂

と
答
え
た
児
童
・
生
徒
が
、
市

全
体
で

％
か
ら

．
２
％
に

8.6

11

増
加
を
し
て
い
る
。

特
に
小
学
校
で
は
、

％
か

10

ら

．
２
％
に
増
加
し
て
い
る

13
の
で
注
視
し
て
い
く
。

⑵

ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
調

査
結
果
を
各
小
・
中
学
校
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
そ
の
後
の

指
導
に
役
立
て
て
い
る
。

﹁
弥
富
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
﹂
に
基
づ
き
各
校
﹁
い
じ

め
・
不
登
校
防
止
対
策
委
員
会
﹂

を
組
織
し
、
い
じ
め
防
止
に
向

け
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

を
図
り
、
適
切
な
対
応
を
心
掛

け
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
の

か問⑴

小
・
中
学
生
の
不
登
校
の

状
況
は
。

⑵

原
因
別
に
調
査
し
個
別
に

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

⑶

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
と
活
動
状
況
は
。

⑷

本
市
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
支
援
施
設
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
﹂

に
臨
床
心
理
士
は
配
置
し
て
い

る
か
。

⑸

﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
﹂
の
活
動

状
況
は
。

⑹

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
登

校
刺
激
の
考
え
は
。

登
校
刺
激
を
与
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
期
も

あ
る

答

教
育
部
長

⑴

２
月
末
で
小
学
生

人
中

11

学
生

人
合
計

人
。

35
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⑵

心
理
的
、
情
緒
的
、
身
体

的
、
家
庭
環
境
な
ど
が
あ
り
、

家
庭
訪
問
や
関
係
機
関
と
も
連

携
し
組
織
的
に
対
応
し
て
い
る
。

⑶

各
校
１
名
配
置
し
、
活
動

は
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
か
ら
の
相
談
、
広
報
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑷

臨
床
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
て
い
る
。

⑸

２
月
現
在
、
小
学
生
３
人
、

中
学
生
４
人
、
計
７
人
が
通
室

し
て
い
る
。

学
校
復
帰
を
し
た
児
童
・
生

徒
は
、

年
度
、
小
学
５
年
生

26

の
１
人
、

年
度
、
小
学
４
年

27

生
の
１
人
が
学
校
復
帰
し
、
４

年
生
１
人
と
６
年
生
１
人
が
、

毎
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
通
室
し

て
い
る
。

⑹

﹁
温
か
く
見
守
る
﹂、﹁
登

校
刺
激
を
与
え
る
﹂
と
い
う
手

法
を
時
期
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。
基
本
的
に
学
校
は
つ
か
ず

離
れ
ず
の
立
ち
位
置
で
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

一般質問
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